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三
輪
先
生
と
の
想
い
出
と
い
え
ば
、
多
く
は
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
の
編
集
委
員
会
に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。

私
が
日
本
医
史
学
会
に
入
会
し
た
の
は
昭
和
五
十
三
年
。
当
時
、
慶
應
義
塾
大
学
の
北
里
記
念
館
で
行
わ
れ
て
い
た
例
会
に
は
と

き
ど
き
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
初
め
て
の
例
会
発
表
は
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
の
順
天
堂
大
の
教
室
で
の
こ
と
で
、
小
川
鼎

三
先
生
、
緒
方
富
雄
先
生
、
大
鳥
蘭
三
郎
先
生
な
ど
の
大
先
生
の
前
で
カ
チ
カ
チ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
昭
和
五
十
七
年
に
は
医

医
史
学
関
係
で
は
、

の
役
員
と
し
て
は
、
一

任
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

三
輪
先
生
は
大
正
十
一
年
一
月
一
日
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
に
東
京
大
学
医
学
部
（
内
科
）
を
ご
卒
業
に
な
り
、

以
後
、
昭
和
四
十
三
年
に
東
京
女
子
医
大
講
師
、
三
和
銀
行
東
京
診
療
所
長
、
同
五
十
一
年
に
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
診
療
所
長
、

同
五
十
三
年
に
東
芝
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
所
長
、
同
五
十
五
年
に
順
天
堂
大
学
非
常
勤
講
師
を
兼
任
、
同
六
十
一
年
に
は
東
芝
中
央

病
院
と
順
天
堂
大
学
公
衆
衛
生
学
、
平
成
七
年
に
は
東
芝
病
院
勤
務
、
そ
し
て
平
成
十
七
年
、
東
芝
病
院
顧
問
と
な
ら
れ
た
。

医
史
学
関
係
で
は
、
医
学
用
語
史
、
身
体
意
識
の
歴
史
な
ど
に
と
く
に
興
味
を
も
た
れ
、
研
究
を
重
ね
ら
れ
た
。
日
本
医
史
学
会

の
役
員
と
し
て
は
、
評
議
員
（
昭
和
五
十
三
～
五
十
九
年
）
、
監
事
（
同
五
十
九
～
平
成
二
年
）
、
理
事
（
平
成
二
～
十
四
年
）
を
歴

挨
拶
状
で
知
り
、
一

の
意
を
表
し
た
い
。

尊
敬
す
る
三
輪
卓
爾
先
生
が
平
成
十
八
年
十
二
月
八
日
に
満
八
十
四
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
た
由
、
私
は
暮
の
奥
様
か
ら
の
喪
中
の
ご

拶
状
で
知
り
、
ご
葬
儀
に
参
列
し
な
か
っ
た
失
礼
を
悔
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
拙
文
を
記
し
て
、
三
輪
先
生
の
御
霊
に
追
悼

三
輪
卓
爾
先
生
を
想
う

北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所

小
曽
戸
洋
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史
学
研
究
の
研
究
員
と
し
て
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
大
塚
恭
男
先
生
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ

大
塚
恭
男
先
生
は
三
輪
先
生
の
東
大
医
学
部
の
後
輩
で
、
お
二
人
は
親
し
か
っ
た
。
私
の
記
憶
に
あ
る
三
輪
先
生
と
の
最
も
古
い

想
い
出
は
、
昭
和
五
十
七
～
九
年
頃
の
日
本
医
史
学
会
総
会
後
の
懇
親
会
で
の
こ
と
（
座
敷
だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
覚
え
て
い
る
）
。

ニ
コ
ニ
コ
し
て
温
厚
な
三
輪
先
生
に
大
塚
先
生
は
私
を
「
こ
れ
は
ウ
チ
の
医
史
学
の
小
曽
戸
で
す
。
目
を
か
け
て
や
っ
て
下
さ
い
」

旨
、
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
塚
先
生
と
三
輪
先
生
が
親
し
く
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
「
長
崎
で
学
会
（
昭
和
四
十
七
年
）

を
や
っ
た
と
き
、
夜
二
人
で
町
に
飲
み
に
出
か
け
て
室
目
い
鳥
」
と
い
う
小
さ
な
バ
ー
に
入
っ
て
ね
、
二
人
で
飲
ん
で
意
気
投
合
し

た
ん
だ
よ
ね
。
そ
し
て
は
し
ご
を
し
よ
う
と
数
軒
行
っ
た
ん
だ
が
面
白
く
な
く
、
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
も
う
一
軒
と
い
う
こ
と
で
最
後

に
入
っ
た
店
が
、
気
付
い
た
ら
最
初
に
入
っ
た
菫
月
い
烏
』
と
い
う
店
な
ん
だ
よ
ね
。
室
目
い
烏
」
っ
て
ほ
ん
と
に
最
初
か
ら
そ
ば
に

い
る
も
ん
な
ん
だ
ね
一
と
語
ら
れ
た
。
当
時
、
大
塚
先
生
は
四
十
二
歳
、
三
輪
先
生
は
五
十
歳
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
以
後

先
生
Ｃい

る
も
ん
な
ん
だ
ね
」

何
度
も
聞
か
さ
れ
た
。

三
輪
先
生
は
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
二
四
巻
一
号
す
な
わ
ち
昭
和
五
十
三
年
初
め
か
ら
編
集
委
員
に
な
ら
れ
た
由
で
あ
る
。
私
が

「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
の
編
集
委
員
を
拝
命
し
た
の
は
昭
和
六
十
一
年
の
初
め
で
あ
る
。
記
録
で
は
、
三
二
巻
一
号
（
昭
和
六
二
の

時
点
で
、
大
塚
恭
男
・
石
原
力
・
酒
井
シ
ヅ
・
三
輪
卓
爾
・
矢
部
一
郎
（
以
上
編
集
委
員
）
・
蔵
方
宏
昌
・
深
瀬
泰
旦
（
以
上
編
集
幹

事
）
の
諸
先
生
だ
っ
た
の
が
、
三
二
巻
二
号
か
ら
、
大
村
敏
郎
・
蔵
方
・
小
曽
戸
・
松
下
正
明
・
三
輪
・
矢
部
（
全
員
編
集
委
員
）

に
変
わ
っ
た
。
編
集
委
員
長
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
互
選
で
事
実
上
は
矢
部
先
生
が
編
集
委
員
長
と
な
っ
た
。
私
は
大
塚
先
生
か

ら
自
分
の
後
任
と
し
て
、
矢
部
・
三
輪
先
生
ら
に
仕
え
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
四
巻
二
号
（
昭
和
六
三
）
か

ら
は
、
編
集
委
員
長
は
矢
部
、
委
員
は
大
村
・
蔵
方
・
小
曽
戸
・
三
輪
と
明
記
さ
れ
、
雑
誌
奥
付
の
編
集
者
代
表
に
大
鳥
蘭
三
郎

と
あ
っ
た
の
が
、
矢
部
一
郎
に
変
更
さ
れ
た
。
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昭和62年5月31｣、

(むかって左から、

大塚・秋元）

伊豆下IHの黒船観光ホテルの前で

小'i'11戸・真柳・蔵方・大貫・矢部・平馬 三輪 大村

昭
和
六
十
二
年
の
日
本
医
史
学
会
総
会
は
、

大
塚
先
生
が
会
長
、
私
が
準
備
委
員
長
と
な
り
、

四
月
に
北
里
の
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た

が
、
開
催
経
費
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
結
構
な
余

剰
金
が
出
た
。
こ
れ
幸
い
と
ば
か
り
、
そ
れ
を

使
っ
て
北
里
の
準
備
委
員
会
と
編
集
委
員
会
と

の
合
同
で
、
伊
豆
下
田
の
黒
船
観
光
ホ
テ
ル
に

一
泊
旅
行
し
た
（
写
真
￥
行
き
の
列
車
か
ら
、

夜
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
朝
食
か
ら
帰
り
の
列

車
ま
で
飲
み
続
け
。
大
騒
ぎ
だ
っ
た
．
あ
の
頃

は
楽
し
か
っ
た
。

三
輪
先
生
は
平
成
二
年
、
三
六
巻
三
号
か
ら

編
集
委
員
長
に
就
任
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
編
集
委

員
長
だ
っ
た
矢
部
先
生
は
理
事
か
ら
常
任
理
事

に
昇
格
さ
れ
た
。
当
時
、
常
任
理
事
と
編
集
委

員
長
は
兼
任
し
な
い
と
い
う
不
文
律
が
あ
り
、

矢
部
先
生
は
前
者
、
三
輪
先
生
は
後
者
を
希
望

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
長
年
、
編
集
委
員
の
一
員

を
務
め
た
経
緯
の
中
で
、
三
輪
先
生
は
い
つ
か
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雑
誌
編
集
の
長
た
ら
ん
と
の
想
い
が
強
か
っ
た
の
だ
と
私
は
思
う
。
編
集
長
に
就
任
さ
れ
た
と
き
、
先
生
は
若
輩
の
私
を
呼
び
出
さ

れ
、
銀
座
ラ
イ
オ
ン
で
二
人
で
痛
飲
し
た
。
こ
の
と
き
の
三
輪
先
生
の
気
概
ぶ
り
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

三
輪
先
生
は
そ
の
後
、
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
も
っ
て
編
集
の
事
に
あ
た
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
は
当
時
の
雑
誌
の
変
化
を
見
れ
ば
わ

か
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
投
稿
論
文
が
少
な
く
、
雑
誌
の
定
期
発
行
も
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
「
地
域
の
医
学
史
」

の
特
集
を
組
む
な
ど
し
て
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。
雑
誌
表
紙
に
図
版
を
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
も
そ
の
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。

先
生
は
責
任
感
が
強
く
、
種
々
の
事
案
の
処
理
に
心
を
砕
か
れ
た
こ
と
、
私
か
ら
み
れ
ば
気
の
毒
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ

た
。
一
日
に
何
度
も
電
話
を
か
け
て
こ
ら
れ
、
私
ま
で
気
が
塞
ぐ
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
と
な
っ
て
は
尊
敬
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
先

生
は
平
成
十
年
の
四
四
巻
二
号
ま
で
、
八
年
間
、
編
集
委
員
長
を
続
け
ら
れ
、
以
後
、
深
瀬
泰
旦
先
生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
、
編

集
委
員
会
か
ら
完
全
に
退
か
れ
た
。

先
生
と
は
昔
か
ら
よ
く
お
酒
の
席
を
共
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
温
厚
で
は
あ
ら
れ
た
が
、
た
ま
に
は
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

想
い
出
は
尽
き
な
い
。
歳
月
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
あ
る
。
国
鉄
お
茶
の
水
駅
東
口
近
く
の
飲
み
屋
三
階
の
店
、
店
名
は
失

念
）
や
四
谷
の
バ
ー
「
よ
う
こ
」
な
ど
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
御
一
緒
し
た
宗
田
一
先
生
や
大
村
敏
郎
先
生
も
他
界
さ
れ
、
大
塚
先
生
・

矢
部
先
生
と
も
懇
談
す
る
機
会
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
三
輪
先
生
は
私
よ
り
二
十
八
歳
も
年
上
で
あ
る
。
別
離
は
世
の
定
め
と

わ
か
っ
て
は
い
て
も
、
現
実
の
も
の
と
な
る
と
、
い
か
に
も
寂
し
く
、
楽
し
か
っ
た
昔
が
な
つ
か
し
く
想
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。

先
生
の
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。


